
院
政
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
二

段
活
用
の

院政鎌倉時代におけるこ段活用の一段化

二
段
活
用
動
詞
お
よ
び
二
段
活
用
型
助
動
詞
の一
段
化
現
象
は、
院
政
時
代

に
始
ま
る
と一
般
に
考
え
ら
れ
て
い
る。
ζ
れ
に
鎌
倉
時
代
を
加
え
て
の
初
期

段
階
の
考
察
を
い
さ
さ
か
試
み
よ
う
と
思
う。
今
ま
で
諸
蓄
に
示
さ
れ
た一
段

化
例
は、
院
政
鎌
倉
時
代
に
限
っ
て
も
五
十
を
越
え
る
が、
大
部
分
は
『
口
語

法
別
記』
(
大
正
六
年)
に
始
ま
る
ら
し
く、
大
槻
文
彦
博
士
の
博
授
ぷ
り
と、

新
し
い
用
例
の
見
出
し
難
い
乙
と
と
が
印
象
的
で
あ
る。
近
く
は
小
林
芳
規
博

士
の
用
例
発
掘
が
ま
乙
と
に
め
ざ
ま
し
い。

と
と
ろ
で、
そ
れ
ら
の
例
を
見
る
と
き、
疑
問
の
少
々
起
る
の
を
禁
じ
え
な

い。
室
町
時
代
の一
段
化
例
は、
士口
辞
書
中
の
も
の
を
除
け
ば、
容
易
に
は
見

当
ら
な
い
の
に、
そ
れ
に
先
立
つ
と
の
時
代
に
は
文
語
的
和
歌
世
界
に
ま
で
例

が
あ
る
と
さ
れ
る。
ζ
の
矛
盾
に
つ
い
て
従
来
の
国
語
史
書
で
は
説
明
を
胞
し

て
い
る
が、
そ
こ
に
は
苦
し
さ
が
感
じ
ら
れ
る。
ま
た、
音
節
数
の
少
な
い
動

詞
か
ら
始
ま
っ
た
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
の
K、
示
さ
れ
た
例
は
必
ず
し
も

そ
れ
に
合
致
し
て
い
な
い。
こ
の
よ
う
な
疑
念
を
持
ち
つ
つ
初
期
の
例
を
見
て

ゆ
く
と、
か
な
り
の
例
が一
段
化
例
と
し
て
真
に
確
認
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
と

段
イヒ

山

内

洋

良日

い
う
不
安
を
我
々
に
与
え
る
の
で
あ
る。
そ
れ
に
は
主
と
し
て
三
つ
の
ば
あ
い

が
あ
る。

一
、
テ
キ
ス
ト
の
点
で
本
文
に
問
題
が
な
い
だ
ろ
う
か。

二、
意
義・
活
用
な
ど
の
誤
認
が
ま
じ
っ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か。

三、
下
二
段
活
用
動
詞
連
用
形
に
完
了
の
助
動
詞
「
り」
の
連
体
形
(
或
い

は
巳
然
形)
の
接
し
た
形
と
解
せ
な
い
だ
ろ
う
か。

乙
う
い
う
不
安
に
つ
い
て
は、
今
ま
で
も
幾
人
も
の
方
々
が、
但
し
書
き
の
形

で
述
べ
て
居
ら
れ
る。
け
れ
ど
も、
再
吟
味
の
実
際
と
し
て
は、
奥
村
三
雄
氏

〈l〉

が
「
所
謂
二
段
活
用
の一
段
化
に
つ
い
て」
に
お
い
て、
具
体
的
に
は
六
例
に

つ
い
て
認
め
難
い
旨
を
述
べ
ら
れ，
た
の
が
自
に
つ
く
程
度
で
あ
る。
筆
者
は
そ

乙
に
見
ら
れ
る
研
究
方
向
を
徹
底
さ
せ
る
べ
き
だ
と
考
え、
か
つ
奥
村
氏
の
否

認
手
続
き
の一
二
に
つ
い
て
は
異
見
も
あ
っ
て、
既
知
の
例
会
て
に
つ
い
て
再

吟
味
す
る
乙
と
に
し
た。

以
下、
右
の
三
ケ
条
の
順
に
論
じ
て
ゆ
き、
第
三
条
を
特
に
「
擬一
段
化」

と
仮
称
し
て
や
や
詳
し
く
考
え
て
み
た
い。
認
め
が
た
い
ζ
と
が
周
知
の
例
も

あ
ろ
う
し、
乙
と
ど
と
し
く
述
べ
た
て
る
と
と
に
も
な
ろ
う
が、
一
段
化
例
と

し
て
確
認
で
き
る
例
が
幾
つ
あ
る
か、
そ
し
て
そ
乙
か
ら
問
題
が
ど
う
展
開
す
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る
か 、

と
い
う
と
と
ろ
に
本
稿
の
目
的
が
あ
り 、

全
例
を
対
象
に
す
る
と
ζ
ろ

に
意
義
も
あ
ろ-
っ
か
と
回
ぞ
っ 。

例
は
そ
れ
を
一
段
化
と
し
て
始
め
て
示
し
た
と
思
わ
れ
る
書
物
に
見
る
形
で

引
く
の
を
原
則
と
し 、

そ
の
下
K
左
記
の
如
き
符
号
で
示
す
乙
と
に
す
る 。

大
槻
文
彦
『
口
語
法
別
記』
(
大
6 、
大
日
本
図
書)

〈
O
〉

橋
本
進
吉
「
用
言
の
研
究」
『
国
文
法
体
系
論』
(
m
u 、
山石
枝
容
底 。

昭
和

五
年
の
諮
義
案)

所
収 。

〈
H
〉

小
林
好
日
『
日
本
文
法
史
』
(
昭
8
、

国
語
科
学
講
座)

、

同
(
昭
口

、

刀
江

書
院)

〈
K
1
〉

小
林
芳
規
『
肝
九四
戸
拍
漢
籍
訓
読
の
国
語
史
的
研
究』
(
Z、
東
大
出
版

会)

人
K
2
〉

同

右

「
日
本
語
の
歴
史 、

中
世」
(『
国
文
学
解
釈
と
鑑
食』
昭
HH
・

ロ)

〈
K
3
〉

永
山
勇
『
国
語
史
概
説』
(
昭
目、
風
間
書
房

注
〈
1

〉
近
代
語
学
会
編
『
近
代
語
研
究
第
二
集

』
(
昭
却

、
武
蔵
野
書
院)

所
収

。

一
段
化
の
認
定
に
あ
た
っ

て
は 、

ζ
と
が
仮
名
一
字
に
よ
り
左
右
さ
れ
る
だ

け
に 、

テ
キ
ス
ト

の
善
本
を
選
ぶ
乙
と
が
必
要
で
あ
る 。

既
知
の
諸
例
は
そ
の

折
々
の
最
善
の
本
に
拠
っ

て
見
出
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
が 、

今
日
で
は
訂
正
を

要
す
る
例
が
い
く
つ
も
あ
る 。
そ
れ
を
次
に
略
述
し
て
ゆ
く 。

ー
、

関 、

ト
品川
ル

類
取県
名
義
抄〈
OV

観
智
院
本

地
J，
に
「
卜
〉
ア
ル
」
と
あ
る
(
奥
村
三
雄
氏

型地)
。

乙
の
第
二

〈
NV

Alv

 

第
三
字
が
約
ま
っ

て
「
チ
」
と
見
え
る
転
写
本
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う 。
『
字
鏡

抄』
天
文
本
の
「
関」
に
も
「
ト
、
7
ル
」
「
ト
、
ム
」
の
訓
が
あ
る 。

2、

い
せ
島
や
月
の
ひ
か
り
の
さ
び
る
捕
は
明
石
に
は
似
ぬ
影
ぞ
す
み
け
る

山
家
集

貯

豆自〈
OV

著
名
な
例
で
あ
る
が 、

異
文
が
あ
る 。

本
書
に
は
有
力
写
本
が
な
く 、

諸
校

訂
本
は
い
ず
れ
も
近
世
の
写
本
・

板
本
を
用
い
て
い
る 。

さ
て 、

異
文
は
三
種

で
あ
る 。

a 、

さ
ひ
る
浦
は

l|
元
線
三
年
板
六
家
集

b 、

さ
ひ
し
か
ら
は

1i
松
屋
本

え

さ
ひ
か
捕
は

||
近
衛
家
本
等

a
に
拠
る
の
は
日
本
歌
学
全
書
(
明
白)

、
日
本
古
典
全
集
(
附
2)

な
ど
で 、

近
年
は
見
当
ら
な
い 。
『
山
家
集
類
題』
(
松
本
柳
務 、
文
化
孔)

に
よ
る
岩
波

文
庫
(
昭
3)

か
ら
『

時
西
行
法
師
全
歌
集』
(
伊
藤
嘉
夫 、

昭
叩) 、
『
西
行

全
集』
(
昭
日) 、

日
本
古
典
全
集
(
昭
詑) 、

日
本
古
典
文
学
大
系
(
昭
お)
等

さ
ひ
か

〈
2〉

々
皆
c
を
採
っ

て
い
る 。
「
狭
日
鹿
浦」
と
い
う
地
名
と
見
て
い
る
の
で
あ
る 。

と
す
れ
ば 、
「
さ
び
る
」
は
用
い
え
な
い
で
あ
ろ
う 。

3、

恋
わ
び
る
か
ひ
と
そ
な
け
れ
朝
夕
に
み
る
め
も
し
ら
ぬ
し
が
の
浦
波

白
河
殿
七
百
首〈
H
〉

類
従
本
は
「
わ
ひ
る
」
で
あ
る
が 、

諸
写
本
の
う
ち
書
陵
部
本
(「
樹
林
寺

殿
七
百
首」 、
江
戸
写 、

御
物)

は
「
恋
わ
ふ
る
」
と
あ
り 、

稲
田
利
徳
氏
の

御
教一
不
で
は
池
田
文
庫
本
(
岡
山
大
学
蔵 、

土
肥
経
平
写)

も
同
様
で
あ
る 。

乙
れ
も一
段
化
と
は
な
し
が
た
い 。

以
上
は
上
二
段
の
例
で 、

次
に
下
二
段
の
一
段
化
例
と
さ
れ
る
も
の
を
検
討

す
る 。4 、

老
が
よ
の
ふ
け
る
は
月
に
な
が
め
せ
し
人
め
も
し
ら
ず
涙
落
ち
け
り
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万
代
和
歌
集
十
五〈
O〉

右
の
撰
者
自
筆
本
(
竜
門
文
庫
蔵)

は
未
見 。

丹
鶴
叢
書
本
に
「
仁
和
寺
入

道
二
品
親

王家
五
十
首
に
」
と
頭
蓄
が
あ
る 。
乙
の
五
十
首
の
写
本
二
種
の
う

〈
3〉

ち 、

書
陵
部
本
を
調
査
し
た
と
と
ろ
「
老
か
世
の
ふ
け
な
は
」
と
あ
っ
た 。

詠

み
手
は
か
の
論
客
顕
昭
で
あ
っ

て 、
「
ふ
け
な
ば
」
の
方
が
意
味
の
通
り
も
よ

い 。
「
ふ
け
る
」
は
用
い
え
な
い 。

5 、
一

、

だ
い
き
ゃ
う
(
大
饗)

の
ζ
と 、

ま
(
問)

は 、

ひ
ろ
く
て 、

ぜ

ん
じ
ゃ
う
(
軟
障)

は 、

ち
が
へ
る
と
と
か
な
は
じ

雅
亮
装
束
抄
〈
O〉

右
の
書
に
は
江
戸
中
期
を
湖
る
古
写
本
が
な
い
よ
う
で 、

本
文
の
不
明
部
分

が
多
い 。

言
語
資
料
と
し
て
適
格
性
が
疑
わ
れ
る
上
に 、

中
で
も
良
い
写
本
と

思
わ
れ
た
国
会
図
書
館
蔵
元
総
十
五
年
写
本
(
高
倉
家
本
の
転
写) 、

同
館
蔵

明
和
二
年
写
本
(
山
科
家
本
の
転
勾) 、

書
陵
部
政
寛
政
十
年
写
本
(
高
倉
家

本
の
転
写)

に
は
「
ち
か
へ
ζ
と」
と
あ
っ
た 。

6 、

歌
は
秀
句
を
思
ひ
え
た
れ
ど
本
末
い
ひ
か
な
へ
る
が
よ
き
な
り無

名
抄〈
OV

7 、

そ
の
歌
の
す
が
た
に
随
て 、

乙
と
葉
つ
づ
き
も
お
な
じ
さ
ま
に
よ
み
か

な
へ
る
が
よ
き
な
り

金
玉
集〈
O〉

日
本
古
典
文
学
大
系
『
無
名
抄』
で
は
「
い
ひ
適
ふ
る
」
と
す
る 。

底
本
蓬

左
文
庫
本(
訓
陥
州
特

蔵)
の
「
か
な
へ
る
」
を
他
の
校
合
本(
蛇
炉
闘が)
に
よ
り
訂

し
た
も
の
で
あ
る 。

そ
乙
で
「
か
な
へ
る
」
の
本
文
に
心
が
残
る
の
で
あ
る

が 、

応
安
四
年
本
を
底
本
と
し
た
日
本
歌
学
大
系
も
「
イ
ヒ
カ
ナ
フ
ル
」
と

し 、

写
本
中
最
善
本
と
目
さ
れ
る
梅
沢
本(
職

活
酔
矧)
を
見
る
に 、

乙
れ
も
「
い

ひ
か
な
ふ
る
」
と
あ
っ
た 。
「
か
な
ふ
る
」
を
採
る
べ
き
と
と
は
動
か
な
い 。

な
お 、
『
無
名
抄』
の
同
条
に
「
い
ひ
か
な
へ
ず」

と
も
あ
り 、
「
州
が |吋

る
」
そ
四
段
動
詞
と
見
る
奥
村
三
雄
氏
の
解
は
当
ら
な
い 。

『
笠
玉
集
』
は
同
じ
く

長
明
の
作
と
伝
え
ら
れ
(

司法銭
河
唯
一約
一句) 、
『
和
歌
古

〈
4〉

語
深
秘
抄』
巻
七(
町
一位)
の
中
に
断
片
が
残
る
の
み
と
言
わ
れ
る 。

そ
れ
で
そ

の
本
文
を
用
い
ざ
る
を
え
な
い
が 、

い
か
に
も
『
無
名
抄』
の
引
例
と
類
似
し

た
文
体
で
あ
っ

て 、

そ
れ
が
古
写
本
に
よ
り
否
定
さ
れ
た
今 、

元
線
版
の
本
文

に
深
い
疑
い
を
か
け
る
乙
と
は 、

不
当
で
は
あ
る
ま
い
と
思
う 。

8 、

花
と
い
へ
ば
な
を
み
山
木
の
梢
ま
で
風
を
へ
だ
て
る
心
な
り
け
り

建
仁
三
年
仙
洞
五
十
首〈
O〉

建
仁
三
年
は
建
仁
元
年
の
誤
り 。

右
歌
の
作
者
は
宮
内
卿
で
あ
っ

て 、

口
語

形
を
ま
ぜ
る
な
ど
あ
り
そ
う
に
な
く
恩
わ
れ
る 。

果
し
て 、

続
類
従
本
は
「
へ

つ

脱
鰍

た
る
心
な
り
け
り」
と
あ
り 、

樋
口
芳
麻
呂
氏
の
論
考
「
建
仁
元
年
仙
洞
句
題

〈
5〉

五
十
首
と
そ
の
成
立」
に
収
め
ら
れ
た
校
本
(
書
陵
部
本 、

裕
久
週
文
庫
本 、

樋
日
本
三
本
の
校
本)

で
も
「
へ
だ
つ
る
」

と
あ
っ

て 、
「
へ
だ
て
る
」

を
見

な
か
っ
た 。

9、

ふ
り
に
け
る
あ
け
の
玉
垣
神
さ
び
て
や
ぶ
判
る
み
す
に
秋
風
ぞ
吹
く

金
機
集〈
OV

『
口
語
法
別
記
』
で
も
「
ゃ
れ
た
る
」
と
い
う
異
文
の
あ
る
と
と
を
注
意
し

て
い
る 。

そ
の
「
ゃ
れ
た
る
」
が
本
文
と
し
て
信
ず
べ
き
も
の
で 、

最
善
の
定

家
所
伝
本
(
昭
和
五
年
岩
波
吉
庖
複
製)

に
「
ゃ
れ
た
る
み
す
に
ま
っ
か
せ
そ

ふ
く」

と
あ
り 、

類
従
本 、

貞
享
四
年
版
も
や
は
り
「
ゃ
れ
た
る」
で
あ
る 。

諸
校
訂
・

註
釈
も
同
様
で
あ
る o

m 、

右
は
か
き
く
も
る
と
い
へ
る
五
文
字
ぞ
乙
と
は
な
れ
て
を
か
れ
る
(
敬

議)

や
う
に
み
え
侍
れ
ど

千
五
百
番
歌
合 、

三
二
百
十
二
番〈
O〉

続
々
類
従
本
(

野…
…毅
一日均一
…山
花
札
訂)
は
右
に
同
じ
い
が 、

有
吉
保
氏
『
千
五

百
番
歌
合
の
校
本
と
そ
の
研
究』
(
阿
川町 、

風
間
舎一
一ω)

に
よ
れ
ば 、

そ
の
底

本
(
書
陵
部
蔵
禁
裡
本)

に
「
を
か
れ
た
る」
と
あ
っ

て 、

校
異
に
異
文
を
見
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な
い 。

広
島
大
学
政
写
本
も
「
を
か
れ
た
る
」
で
あ
る 。

日 、

ぬ
る
〉
か
と
た
ち
や
す
ら
へ
ば
松
か
げ
や
風
の
き
か
せ
る
雨
に
ぞ
あ
り

け
る

金
玉
歌
合
伏
見
院〈
O〉

続
類
従
本
は
「
せ
る
」
で
あ
る
が 、

唯
一
の
写
本
で
あ
る
蓄
陵
部
本
(
江
戸

写 、

御
物)

は
「
す
る
」
で
あ
る 。

ま
た 、
『
玉
築
和
歌
集
』
諸
寸一
?
に
も
収

め
ら
れ 、

現
行
の
刊
本(
縦
一錨

点的制
丸
岡)
は
す
べ
て
「
す
る
」

と
な
っ

て
い

る 。
「
せ
る
」
は
極
め
て
疑
わ
し
い 。

辺 、

此
御
寺
の
ほ
と
り
に
て 、

す
ず
ろ
に
人
か
ら
め
る
事
む
か
し
よ
り
な
し

古
今
著
聞
築
士ハ〈
O〉

目 、

今
度
参
れ
と
仰
ら
れ
る
(
敬
譲)

ぞ

古
今
著
聞
集
十
六
寸
五〈
O〉

流
布
本
で
あ
り 、
糊
師
岡
山人
大
系
本
の
底
本
と
な
っ
た
元
線
三
年
版
で
は 、

い
ず
れ
も一
段
化
形
を
と
っ

て
い
る 。

し
か
し 、
欄
相
国
史
大
系
で
は
口
の
例

を
「
か
ら
む
る
」
と
し
て
沌
を
せ
ず 、

ロ
に
「
原
作
れ 、
拠
静
本
図
本
谷
本
改」

と
注
し
て
「
ら
る
る
」
と
し
た 。

古
典
大
系(
藤一一
議)
も
広
島
大
学
蔵
古
写

本
も
二
段
形
を
と
っ

て
い
る 。
一

段
化
形
が
板
本
の
み
な
ら
ば 、

用
い
が
た
い

で
あ
ろ・
っ 。

4性、4i

 ヒ
ジ
リ

送
ラ
ザ
リ
ケ
ル
ヲ
コ
ソ
元
啓
ガ
父
ニ
ハ
ヲ
ト
リ
テ
党
エ
レ

沙
石
集
巻一ニ〈
k
lv

正
保
版
-

H
半
版
と
も
に
「
党
エ
」
と
あ
る 。

し
か
し 、

広
本
系
の
善
本
と

言
わ
れ
る
米
沢
本
(
渡
辺
綱
也
氏
『
広
本
沙
石
集
』

昭
問

、

に
よ
る)

、

党
舜

本
(
問
氏 、

古
典
大
系
『
沙
石
集
』

昭
組

、

に
よ
る)

と
も
に
「
覚
ユ
」

で
あ

っ
て 、

字
体
相
似
の
た
め
「
ユ
」
を
「
エ
」
に
誤
っ
た
も
の
と
断
じ
て
よ
い
で

あ
ろ-
つ O

Ru、4E4

 ソ
ノ
与
チ
三
人
倶-一
宮
サ
カ
エ
ル
コ
ト

カ
ギ
リ
ナ
シ

合
沢
文
庫
磁
観
音
利
益
集
刊

右
の
本
文
は
近
藤
喜
博
博
士
校
『
中
世
神
仏
説
話
』
(
昭
話、
古
典
文
庫)

に
よ
る 。

原
本
に
つ
い
て
見
る
と 、

明
ら
か
に
「
サ
カ
ユ
ル
」
で
あ
っ
た 。
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注
〈
1

〉

『
説
文
』

に

「
事
巳
閉
門
也
」

と
説
く
が 、
「
開
」

の
窓
の
訓
は
見
あ

た
ら
な
い 。

〈
2
〉

万
葉
集
4一
九
枇
の

「
木
国
之
狭
日
鹿
乃
浦
」

に
相
当
す
る
と
見
て

「
伊
勢
の
ぬ
や
紀
伊
の
狭
日
鹿
捕
は
」

と
解
す
る(
畑
一許可

〈
3

〉

御
物 、

江
戸
写 、

題
簸
「
御
室
五
十
首
守
党
法
親
王」 。

〈
4

〉

築
瀬
一

雄
編
『
長
明
会
集
』
(
昭
目

、

風
間
書
房)

解
説
な
ど

。

〈
5

〉

愛
知
学
芸
大
学
研
究
報
告
人
文
科
学
ロ
粉 、

昭
泊

。

次
に
意
義
・

活
用
な
ど
の
誤
認
が
ま
じ
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
事

例
に
つ
い
て
述
べ
る 。

日 、

監

ヲ
チ
ル

{
子
鋭
集〈
OV

ヲチル

ロ 、

隠レ
干-一
深
淵-

春
秋
左
氏
伝
集
解〈
O〉

『
口
語
法
別
記』
に
「
此
項
の
書
物
に 、

陥
を
「
ヲ
判
ル
」
と
読
ん
で
あ
る

の
わ 、
「
オ
チ
イ
ル
」
の
約
ま
っ
た
の
で
あ
る」
と
説
き
な
が
ら 、

右
二
例
を

示
し
て
い
る 。

乙
れ
を
継
承
す
る
書
も
多
い 。
「
陥

オ
チ
ル
」
は
早
く

公
任

撰
『
大
般
右
経
字
抄』
に
見
え 、
『
類
表
名
義
抄』
の
図
書
察
本
に
も
制限
智
院

〈
l〉

本
に
も 、

ま
た
所
説
と
し
て
は
『
名
語
記』
に
「
オ
チ
ル
如
何 。

答 、

落
入

也 。

ソ
レ
ヲ
一

字
ニ
ツ
ク
ル
時
ハ

陥
也
」

と
あ
る
も
の
で
あ
る

。

だ
が 、

古
辞

書
・

点
本
で
「
オ
チ
ル
」

と
い
う
訓
は
「
陥」
K
限
ら
な
い
の
で
あ
っ

て 、

「
オ
チ
イ
ル
」
の
意
味
を
「
陥」
に
限
定
す
る
積
極
的
理
由
は
見
出
せ
な
い
の

で
は
あ
る
ま
い
か 。
「
入
ル
」
の
意
味
が
認
め
う
る
ば
あ
い 、

例
え
ば
口
の
淵



院政鎌倉時代 に おけるこ段活用の一段化

の
ぱ
あ
い
に
は、
や
は
り一
段
化
と
は
認
め
に
く
く
思
わ
れ
る 。
「
臨一

オ
チ

ル」
は
観
智
院
本
に
も
『
字
鏡
抄』
に
も
あ
っ
て 、
両
書
と
も
「
オ
ツ」
と一

絡
に
記
さ
れ
て
い
る 。
そ
れ
に
は
「
オ
ツ」
と
は
異
な
る
語
で
あ
る
可
能
性
も

感
じ
ら
れ 、
日
に
し
て
も
「
オ
チ
イ
ル
」
の
約
で
は
な
か
ろ
う
か 。

14I1

4ハイル
トイフハ
年yJ

t，ホシミ

ヲチル

『
和
泉
往
来』
館山町
の
「
所
謂
凹
者

、
岸
樹 、
風
燭

、
浪
舟 、
落
花 、
是

'LPレ

〈
2〉

也」
の
「
配〕
(
給制
時
峨
一四
社)
は
こ
の
点
で
は
問
題な
く一
段
化
例
の
如
く
で

あ
る
が 、
そ
の
片
仮
名
字
体
に
難
点
が
あ
り 、
遠
藤
嘉
基
博
士
は「
ヲ
ト
セ
ル」

〈3〉

と
訓
ま
れ
る
ら
し
く 、
「
ヲ
チ
ル」
と
よ
む
に
し
て
も 、
「
オ
チ
イ
ル」
か
ら
の

「
ヲ
チ
ル」
と
無
関
係
か
ど
う
か 、
あ
れ
こ
れ
気
に
な
る
点
が
あ
り 、
一
段
化

例
と
し
て
は
保
留
し
て
お
き
た
い 。

叩川 、
航 、
字
世
流 、
以レ
口斜
動レ
物
也
(
za
な
ど
が
鼻
で
地
を
掘
り
起
す)

和
名
類
衆
抄

稲
荷
山
阿
小
町
之
愛
法、
航
-
匙
破
前-
喜。

新
猿
楽
記

航 、
ウ

制川川

童
蒙
頒
韻〈O〉

乙
の
「
ウ
セ
ル
」
は
観
智
院
本
類
衆
名
義
抄・
黒
川
本
色
菜
字
類
抄・
字
銭

抄・
倭
玉
篇
等
に
載
る 。
い
ず
れ
も
「
ウ
セ
ル」
と
い
う
形
で
あ
る 。
と
と
ろ

で 、
今
日
の
諸
辞
書
で
乙
の
語
の
活
用
を
「
下一
」
「
下一
か」
「
活
用
未
詳」

な
ど
と
定
め
か
ね
て
い
る
の
で

絞

線

級

建

類

従

本

イJTケ+
11
3

あ
る
が 、
そ
れ
は
右
の
「
ウ
セ

桁

術

的
睦
!
|

静
嘉
立
本

ル
」
「
ウ
セ
(
テ
ご
「
ウ
セ
リ」

4，

p・7
ゐpt7
ク今
a77

め

統

的

自

持動
院
本

か
ら
は
統一
的
解
釈
が
で
き
な

い
か
ら
で
あ
ろ
う 。
そ
こ
で 、

ま
ず
文
脈
の
明
ら
か
で
な
い『
京
家
頒
韻』
に
目
を
向
け
よ
う 。

類
従
本
傍
訓
「
ウ
セ
リ
ウ
チ
チ
ツ」
で
は
意
味
を
掴
み
が
た
い
た
め
に
『
口

語
法
別
記』
で
前
後
を一一小
さ
な
か
っ
た
も
の
と
恩
わ
れ
る
が 、
以
上
三
本
を
比

較
し
て
事
情
は
明
白
に
な
る 。
す
な
わ
ち 、
静
嘉
堂
本
の
「
撃
|」

が
混
入
し

ウγ

て
-
ウ
チ
チ
ツ」
と
な
っ
た
の
で
あ
る 。
霊
雲
院
本
の
「
テ
チ」
も
恐
ら
く

「
ウ」
の
古
体
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
っ
て 、
「
魅

ウ
ツ」
(
名
義
抄)
に
よ

り
「
ウ
チ」
は
動
詞
逮
用
形
と
推
定
さ
れ 、
結
局
「
ウ
セ
リ」
は
動
詞
に
続
く

形 、
四
段
活
用
連
用
形
と
推
定
さ
れ
る
に
至
っ
た
(
静
嘉
堂
本 、
霊
雲
院
本
は

写
真
を
山
田
忠
雄
先
生
に
見
せ
て
い
た
だ
い
た)

。

『
新
猿
楽
記』
の
例
に
つ
い
て
も 、
川
口
久
雄
博
士
の
御
教
示
に
よ
り 、
尊

経
閣
蔵
康
永
三
年
写
本
に
左
の
ど
と
く
「
ウ
セ
ツ
テ」
と
あ
る
の
を
知
っ
た 。

稲
荷
山ノ
阿
村
町
之
愛
法-

t陀J一
舵
ザ
善→
喜ア(
梓
MM日
間一的)

〈4V他
本
の
「
ウ
セ
テ」
は
促
音
便
の
無
表
記
か 、
そ
れ
に
悲
づ
く
も
の
と
考
え

ら
れ
る 。

以
上
に
よ
っ
て 、
「
ウ
セ
ル」
を
四
段
動
詞
と
認
め 、
一
段
化
例
よ
り
除
く

と
と
に
す
る 。
お
も
し
ろ
い
と
と
に
『
大
言
海』
は
「
姑
ク 、
四
段
ト
ス」
と

記
し
て
い
る 。

問 、
治

フ
ナ
ユ
カ
叶
ル 、
フ
ネ
ノ
ユ

類
衆
名
義
抄〈O〉

右
の
読
点
の
付
け
方
か
ら 、
大
槻
博
士
は
「
フ
ナ
ユ(
酬
一唯一例)
ト
ザ
フ」
と
い

う
意
味
に
理
解
し
て
い
た
と
わ
か
る 。
だ
が 、
観
智
院
本
で
は
明
瞭
に
聞
が
わ

か
れ
て
お
り 、
『
字
鏡
抄』
で
も
聞
に
「
シ
ツ
カ」
が
入
っ
て
横
に
並
べ
て
記

さ
れ
る 。
「
フ
ナ
ユ
」
は
左
例
に
よ
り
『
和
名
抄』
よ
り
来
た
語
と
考
え
ら
れ

ヲ令 。ム己
f
云
又
給
油
胡
南反
l
詑
也
般
没也類
云胡
濫反
和
泥
也川
云
布
奈由一
云
容
水

図
書
察
本
類
衆
名
義
抄(
43
41
JF)

そ
し
て 、
「
カ
ヘ
ル」
は
右
の
「
沈
也 、
綬
没
也」
に
相
当
す
る
語、
す
な

わ
ち
「
船
の
転
覆
す
る」
窓
の
四
段
動
詞
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る 。

加 、
漁 、
カ
ヘ
ル

類
取県
名
義
抄〈O〉
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「
漁

カ
ヘ
ル」
は
『
色
築
字
類
抄』
『
節
用
文
字』
『
字
鋭
抄』
『
和
玉
筋』

(
雄
一群)
な
ど
に
見
え
る。
同協
智
院
本(
4
U)
で
の
前
後
の
和
訓
は

ミ
チ

ア
フ
ル

カ
ヘ
ル

カ
ハ
ル

ユ
ク
ハ
ル

ア
セ
水

と
あ
り、
「
カ
ハ
ル」
に
関
係
づ
け
て
そ
の
他
動
詞
形
の一
段
化
例
と
見
な
し

た
も
の
と
わ
か
る。
だ
が、

滅
的
ー門ル

前
回
本
色
葉
字
類
抄

乙
の
「
色
|」
を
見
る
と
き、
疑
念
が
生
じ
た。
他
動
詞
な
ら
ば、
直
前
の

「
耕
同小ス」
の
よ
う
に
「
|
色」
と
記
さ
れ
そ
う
な
も
の
で
あ
る。
そ
れ
は

「
カ
ヘ
ル」
が
自
動
詞
で
あ
っ
て一
段
形
で
な
い
乙
と
を
示
唆
し
て
い
る
の
で

は
あ
る
ま
い
か。
事
実、
「
色
が
か
わ
る、
あ
せ
る」
意
の
自
動
詞
が
あ
る
の

で
あ
る。今

は
と
て
う
つ
り
は
て
に
し
菊
の
花
か
へ
る
色
を
ば
た
れ
か
み
る
べ
き

後
援
集
巻
十二

し
ぐ
れ
け
り
そ
む
る
ち
し
ほ
の
は
て
は
又
も
み
ぢ
の
に
し
き
色
か
へ
る
ま

で

十
六
夜
日
記
十
月二
十一
日

ま
た、
小
林
芳
規
博
士
著
『
併
九回
伊
拍
漢
籍
訓
読
の
国
語
史
的
研
究』
で

の
引
用
に
よ
り
知
り
え
た
例
が
あ
る。

カ
ヘ

テ
家
説

〈
5
〉

六
年
春
鄭
人
来
総
hvp
一則
針
也
平タヒ
ラタ

金沢文
庫
本
春
秋
経
伝
集
解
巻一

注
「
変
也」
と
家
説
「
カ
ヘ
テ」
に
よ
り
「
カ
ヘ
リ
テ」は
「
心
が
か
わ
る
」
意

の
自
動
詞
と
認
め
ら
れ
よ
う。
ζ
の「
泳
カ
ヘ
ル
」
は
四
段
動
詞
で
あ
っ
た。

幻、
変

カ
ヘ
ル

類
家
名
義
抄〈NV

永
山
勇
博
士
は
「『
類
楽
名
義
抄』
に
は
「
吏・
漁・
変
カへ
と
の
外、
多

く
の
語
に
「
カ
ヘ
ル」
の
訓
が
あ
る。
ζ
れ
ら
の
訓
は
下一
段
化
の
例
で
あ

る」
と
説
か
れ
る。
「
多
く」
の
指
す
と
乙
ろ
が
明
ら
か
で
な
い
の
で、
「
変」

の
み
を
と
り
上
げ
る。

ζ
れ
も
ま
た
四
段
活
用
で
あ
ろ
う
と
思
う。
上
代
に
「
変」
を
「
カ
ヘ
ル
・

カ
へ
ス」
と
よ
む
多
く
の
例
が
あ
り、
逆
に
「
カ
ハ
ル」
と
よ
む
確
例
が
全
く
な

〈6〉

い
と
と
な
ど、
大
岩
正
仲
氏
の
「
か
へ
る・
か
は
る
考」
の
詳
し
く
説
か
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
る。
「
変」
と
「
カ
ヘ
ル」
と
よ
む
べ
き
語
と
が一
首
の
中
に
あ

る
例
が
あ
り(
珪
寸一一一一一)、
左
の
如
く
類
歌
に
「
寂〕
の
訓
を
確
認
す
る
ば
あ
い

ゑU
企の
79 0
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ヘ
海
人
を
見
窓
船山ハ

44川六九

f
波
立
ち
く
や
と
見
て
可
倣
利
と
む

幣弘一一

ヘ
吾
者
死
密
都一
;
:
一
清一=一

ヘ
海
人
の
扶
Eum
見

4M一
五

f
我
身
千
遍
死
配ぅ
:

苫
計
ト0

/
衣
袖
の
反
裳
不
知
設
計戸}
六

書
紀
古
訓
に
も
皇
極
紀
の
「
次
回
池
水
変
如
藍
汁」
「
其
幡
蓋
等
変
為
黒
雲」

な
ど
を
岩
崎
本
も
番
陵
部
本
も
「
カ
ヘ
リ
て」
と
よ
み、
「
地
獄
岳
作
涼
池」

(
法
花
伝
記
世
レ)
を
『
百
座
法
談』
で
「
欽/
湯
カ
ヘ
リ
テ
清
涼
ノ
池ト
ナ

リ
ヌ」
と
す
る
例
も
あ
る。
「
変

カ
ヘ
ル」
は
四
段
動
詞
と
見
ら
れ
よ
う。

位、
更

カ
ヘ
ル

類
家
名
義
抄〈O〉

観
智
院
本
で
は
訓
が
「
:・
ア
ヤ
マ
ル

カ
ヘ
ル

7
タ

ア
ラ
タ
ム

ア

タ
ラ
シ

カ
フ

カ
ハ
ル

/\

チ
ナ
ミ」
と
あっ
て、
「
カ
ヘ
ル」
と
「
カ

フ」
と
が
三
字
を
隔
て
て
い
る
の
が
ま
ず
気
に
な
る。
さ
て、
前
項
で
見
た
如

く、
四
段
「
か
へ
る」
と
下
二
段
「
か
ふ」
四
段
「
か
は
る」
と
に
は
意
義
の

共
通
性
が
あ
っ
た。
そ
の一
つ
に
「
年
が
改
ま
る」
が
あ
る。

古
代
で
は「
年
が
改
ま
る」
意
を「
年
か
へ
る」
と
い
う
の
が
普
通
で
あ
っ
た。

ァ、
:
あ
ら
た
ま
の
年
由
吉
我
弊
利
春
花
の
う
つ
ろ
ふ
ま
で
に
相
見
ね
ば・:

巻一
七
三
九七
八

ィ、
あ
ら
た
ま
の
年
可
弊
流
ま
で
相
見
ね
ば
心
も
し
の
に
思
ほ
ゆ
る
か
も

巻一
七
三
九七
九
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ゥ 、
あ
ら
た
ま
の
年
由
伎
我
般
理
春
立
た
ば
ま
づ
わ
が
屋
戸
に
然
は
鳴
け

巻二
O

四
四
九
O

「
年
ゆ
き
が
へ
り」
は
巻一
八・
四一
一
六
を
含
め
て
三
例
あ
り 、
右
す
べ
て

家
持
の
歌
で
あ
る 。
家
持
は
同
趣
の
表
現
を
「
更」
で
も
記
し
て
い
る 。

ェ 、
あ
し
ひ
き
の
山
坂
越
え
て
去
更
年
の
緒
長
く:

酷一
凱
四

右
で
は
「
山
坂
越
え
て」
と
い
う
句
が
か
か
る
た
め
か 、
早
く
元
暦
本
に
「
ユ

キ
カ
ヘ
ル」
と
訓
が
あ
り 、

ォ 、
・・

往
更
年
の
は
ご
と
に
天
の
原
ふ
り
さ
け
見
つ
つ
言
ひ
継
ぎ
に
す
れ

巻一
八
四一
二
五

ヵ 、
あ
ら
た
ま
の
年
往
吏
春
さ
れ
ば
花
の
み
に
ほ
ふ
:

酷一
日
六

ア
イ
ウ
の
仮
名
古百
と
エ
オ
カ
の
更
表
記
と
は
ど
れ
も
家
持
の
歌
で 、
作
歌
時
も

後
者
が
前
者
の
中
に
入
っ
て
い
る 。
「
更」
を
「
カ
ヘ
ル」
と
よ
む
こ
と
が
で

き
そ
う
で
あ
る 。
た
だ
し 、
右
の
「
吏」
を
「
か
へ
る」
と
よ
む
乙
と
を
主
張

す
る
に
は
な
お
補
強
が
必
要
で
あ
っ
て 、
現
在
「
か
は
る」
と
よ
ん
で
い
る
の

〈7〉

に
も
相
応
の
理
由
が
あ
る 。
乙
の
問
題
に
深
入
り
す
る
余
裕
が
な
い
の
で 、
類

車内
名
義
抄
の
「
更

カ
ヘ
ル
」
は
四
段
動
詞
で
は
な
い
か
と
疑
い
を
か
け
う
る

一
証
と
し
て
提
出
す
る
に
と
ど
め
た
い 。
既
に
見
た
ど
と
く
印
加
幻
の
「
カ
ヘ

ル
」
は一
段
化
例
で
は
な
か
っ
た 。
残
る
「
更」
も
疑
い
を
か
け
う
る
と
な
れ

〈
8
〉

ば 、
一
段
化
例
か
ら
除
く
方
が
よ
い
と問。
わ
れ
る 。

幻 、
渥

ツ
ユ
ノ
タ
レ
ル

字
鏡
集〈OV

M 、
鷲
雲
ニ
カ
ケ
ル

撰
集
抄
七〈N〉

動
詞
「
蚤
ル」
「
カ
ケ
ル」
は
と
も
に
古
代
で
は
四
段
形
が
多
く
て 、
右
も

そ
う
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う 。
『
字
鏡
抄』
の
「
渥」
に
右
の
訓
が
な
い 。
『
撰

集
抄』
に
は
「
烏
だ
に
も
か
け
ら
ぬ」
(
機
ト
町
一肘)
と
も
あ
る 。
詳
し
い
論
証
は

省
略
し
た
い 。

注
〈
1〉

山
田
忠
雄
先
生
に
写
し
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た

。

〈
2〉

日
本
教
科
書
大
系
第
二
巻
「
古
往
来
日H」
(
昭
必)
所
収

。

〈
3〉

「
盟
関
蔵
「
和
泉
往
来」
あ
れ
こ
れ」
『
訓
点
語
と
訓
点
資
料』
第

十
九
輯 、
回
ぺ
l
ジ 。

〈
4
〉

前
回
家
蔵
弘
安
三
年
写
本 、

同
無
識
語
古
抄
本
(
以
上
川
口
博
士
に

よ
る)

お
よ
び
類
従
本

。

〈
5〉

警
陵
部
蔵
本

。

広
島
大
学
所
蔵
の
写
真
に
よ
り
確
認。
傍
官官
「
カ
ヘ

テ
」
(
声
点 、

上
平
×
)

は
下
二
段
述
用
形
+
「
て
」 。

〈
6
〉

『
橋
本
博
士
還
暦
記
念
国
語
学
論
集
』
(
昭
印 、
特
波
書
底)
所
収。

名
義
抄
の
「
変

カ
ヘ
ル
」
が
四
段
動
詞
で
あ
る
指
摘
も
既
に
な
さ
れ
て
い

'hv
。

〈
7
〉

「
更
」

を
「
カ
ハ
ル
・

刀
7
」

と
よ
む
べ
き
例
も 、

年
以
外
の
事
が

ら
に
つ
い
て
は
見
ら
れ
る 。

〈
8〉

と
れ
に
関
連
し
て
言
及
す
べ
き
例
が
あ
る 。

更
ハ
カ
ヱ
ル
ゾ

蒙
求
抄
肘
諸
国♂
ウ

右
は
湯
沢
幸
吉
郎
博
士
『
室
町
時
代
言
語
の
研
究』
(
昭
4)
に
お
い
て
一
段

カヘ

化
例
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る 。
乙
れ
も
「
反
ル
」
と
解
す
べ
き
か 。

更
ハ
カ
ヱ
ル
ゾ 。
カ
ユ
ル
ト

ナ
ン
ゾ 。
陰
陽
史
代
/
義
ゾ 。
ク
ル
リ

/\

ト
7
ワ
ル
ゾ 。
一
年
中
モ
十一
月
カ
ラ
四
月
マ
デ
陽
ゾ 。
是
ヲ
知
ガ
更

寸ノ
。

右
を
見
る
と
き 、
陰
陽
更
代
で
は
あ
る
し 、

「
ク
ル
リ

/\
ト

7
ワ
ル
」
に

カヘ

応
ず
る
も

の
と
し

て 、
「
反
ル」
と
あ
り
た
い
よ
う
で
あ
る。
名
義
抄 、

字

銭
抄
と
続
い
た
訓
で
は
あ
る
が 、
下
が
「
カ
ユ
ル
ト
ナ
シ
ソ」
と
で
も
な
け

れ
ば
続
き
が
恕
く 、
そ
う
い
う
本
の
な
い
点
が 、
ま
ず
難
点
と
な
る。
一
段

化
例
か
と号一口
え
ば 、
直
後
K
「
カ
ユ
ル
」
と
言
い
直
す
意
味
が
よ
く
理
解
で
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き
な
い

。

鈴
木
博
氏
の
御
教一
不
に
よ
れ
ば

、

陽
明
文
庫
蔵
写
本
は
「
吏
ハ

カ

ユ
ル
ゾ
」

と
あ
る

。

恐
ら
く
と
れ
が
原
形
で
あ
っ

て
、

出
版
時
に
字
休
相
似

の
故
も
あ
っ

て
、

口
語
形
が
混
入
し
た
も

の
と
解
せ
ら
れ
る

。

な

お
、

『
蒙

求
抄
』

で
「
吏
」

を
「
カ
ユ
ル
」

と
訓
じ
て
い
る
と
と
が
名
義
抄
で
の
筆
者

の
結
論
に
抵
触
す
る
と
は
考
え
な
い

。

四

下
二
段
動
詞
の一
段
化
の
如
く
見
え
て 、
実
は
連
用
形
に
完
了
の
助
動
詞

「
り」
の
連
体
形
「
る」
の
接
し
た
も
の
と
併
す
べ
き
ば
あ
い
が
あ
る 。

ζ
の
観
点
は、
後
述
す
る
よ
う
に
既
に
多
く
の
方
の
採
ら
れ
た
も
の
で 、
目

新
し
く
は
な
い
が 、
解
釈
の
微
妙
な
点
に
立
入
る
の
で 、
ま
ず
そ
の
成
立
し
う

る
と
と
を
述
べ
て
お
き
た
い 。

し
ろ
き
こ
め
は
ま
だ
お
さ
め
て
あ
り
と
ぞ
い
ひ
っ
た
へ
る

古
本
説
話
集

住航船
事

問
題
点
は
と
う
で
あ
る 。
係
助
詞
「
ぞ」
の
結
び
と
し
て
下
二
段
動
詞
「
い

ひ
っ
た
ふ」
の
連
体
形
を
期
待
す
る
な
ら
ば 、
「
い
ひ
っ
た
へ
る」
を
そ
の一

段
形
と
見
る
と
と
が
で
き
る 。
だ
が 、
そ
れ
で
十
分
か
と
い
え
ば 、
意
味
の
点

で
ど
う
も
し
っ
く
り
し
な
い 。
右
の
文
は
「
ま
だ・:
て
あ
り」
と
あ
っ
て 、
昔

か
ら
今
ま
で
言
い
伝
え
き
て 、
今
後
へ
伝
え
る
姿
勢
を
示
し
て
い
る 。
「・
と

言
い
伝
え
て
い
る」
の
で
あ
る 。
従
っ
て 、
「一
吉
ひ
伝
へ
た
る」
と
い
う
形
が

ふ
さ
わ
し
い
の
で
あ
る 。

そ
の
け
ぶ
り
い
ま
だ
雲
の
な
か
へ
立
の
ぼ
る
と
ぞ
い
ひ
っ
た
へ
た
る

竹
取
物
語
巻
末

右
を
初
め
と
し
て 、
三一一口
ひ
伝
へ
た
る」
「
申
し
伝
へ
た
る」
と
い
う
語
句
は、

物
語・
説
話
に
枚
挙
に
遠
な
く
存
し 、
『
今
昔
物
語
集』
各
語
末
の
「
ト
ナ
ム

語
リ
伝
ヘ
タ
ル
ト
ヤ」
も
勿
論
類
例
で
あ
る 。
乙
う
考
え
て
「
い
ひ
っ
た
へ

る」
に
目
を
移
す
と
き 、
そ
れ
が
「
い
ひ
っ
た
へ
た
る」
と
同
意
の
表
現
で 、

下
二
段
動
詞
連
用
形
+
完
了
の
助
動
詞
「
り」
の
連
体
形
と
解
釈
さ
れ
る
の
は

当
然
と
忠
わ
れ
る 。
そ
し
て 、
乙
の
ば
あ
い
を 、
説
明
の
便
宜
上 、
「
擬一
段

〈lv

化」
と
称
す
る
と
と
に
す
る 。

下
二
段
動
詞
に
助
動
詞
「
り」
の
接
す
る
乙
と
は
所
謂
文
語
文
法
で
は
認
め

ら
れ
て
い
な
い 。
し
か
し 、
終
止
法
と
し
て 、

金
ヲ

地ニ
シ
キ
テ
ア
タ
ヘ
リ

百
座
法
談
悶

な
ど
の
例
が
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る 。
そ
乙
で 、
乙
の
語
法
が
連
体
法
な
り
係

結
び
終
止
法
な
り
に
用
い
ら
れ
る
ζ
と
が
あ
っ
て
も
よ
い
と
考
え
る
の
で
あ

る 。
乙
れ
を
図
示
す
れ
ば
左
の
よ
う
に
な
る 。
同
じ
語
形
に
「
り」
を
含
む
含

ま
ぬ
の
二
種
が
あ
る
の
で
あ
っ
て 、
乙
の

ア
タ
フ
ル

見
分
け
は
ひ
と
え
に
文
の
解
釈
に
か
か
っ

←
・

一
段
化

て
く
る 。
『
源
氏
物
語』
な
ど
の
写
本
間

ア
タ
ヘ
ル

L
同
じ
語
形

の
異
文
状
況
に
「
り」
の
有
無
を
見
る
ζ

ア
タ
へ・
ル」、

と
は
珍
ら
し
く
な
く 、
訓
点
資
料
の
訓
法

→

擬一
段
化

に
も
向
じ
個
所
に
こ
の
二
種
が
時
折
併
記

ア
タ
へ
・
リ

さ
れ
て
見
え
る 。
ζ
の
よ
う
に
「
り」
の

有
無
の
差
異
は
微
妙
な
の
で
あ
る
が 、
そ
れ
で
も
な
お 、
「
り」
の
存
在
を
強

く
感
じ
さ
世
る
例
が
あ
る 。
例
え
ば 、

お 、
た
れ
か
す
む
や
ど
の
つ
ま
と
も
し
ら
な
く
に
は
か
な
く
か
け
る
さ
h
が

に
の
い
と

経
信
集
会〉

右
の
詞
さ
に
「
人
の
手
本
か
h
せ
し
を 、
ぬ
し
は
た
れ
ぞ
と
あ
り
け
る
に 、

な
の
り
も
せ
で 、
な
を

/\
と
あ
り
し
か
ば 、
お
く
に」
と
あ
っ
て 、
「
書
け・

る」
の
意
が
傍
線
部
分
に
あ
る
乙
と
明
瞭
で
あ
る 。
従
っ
て 、
「
懸
け・
る」
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と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う 。

部 、
者
ノ
字
ヲ
不
ニ
ヨ
ミ
タ
ガ
ヘ
ル
コ
卜
モ
ア
ル
ベ
シ顕

昭
古
今
集
註
十八〈O〉

書
陵
部
政
御
所
本・
谷
森
本
は
右
に
同
じ
い 。
そ
乙
で
意
味
を
考
え
る
と 、

現
在
も
読
み
誤
る
乙
と
が
あ
る
と
い
う
の
で
な
く 、
古
く
「
ハ
シ」
で
あ
っ
た

ハ

フ

も
の
が 、
今
「
フ
シ」
と
読
ま
れ
て
い
て 、
そ
れ
は 、
「
者」
を
「
不」
に
誤

っ
た
こ
と
も
あ
る
の
だ
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る 。
「
タ
ガ
ヘ
タ
ル」
の
意
で
あ

る 。
巻一
に
は
「
又
カ
キ
タ
カ
ヘ
タ
ル
カ」
の
例
も
あ
る 。

幻 、
オ
モ
ヒ
イ
ツ
コ
ロ
モ
ノ
ス
ソ
ノ
カ
キ
ハ
レ
テ
イ
ロ
ニ
ア
ラ
ハ
レ
ル
コ
ヒ

ノ
カ
ケ
カ
ナ

明
恵
上
人
歌
集〈K
3〉

上
人
の
弟
子
義
覚一
民
が
「
月
ク
モ
マ
ヨ
リ
イ
デ
タ
ル
ヲ
ミ
テ」
よ
ん
だ
歌
で

あ
る 。
歌
心
も
京
養
も
な
い
男
で
あ
る
だ
け
に 、
口
語
形
も
山山
て
よ
い
の
で
は

あ
る
が 、
「
ア
ラ
ハ
ル
ル」
と
よ
む
ば
あ
い
で
は
な
か
っ
た 。
本
人
も
左
注
で

「
イ
ロ
ニ
ア
ラ
ハ
ル
ト
イ
フ
ハ 、
月
ノ
カ
タ
チ
ノ
ミ
ユ
ル
ナ
リ 。
コ
ヒ
ノ
カ
ゲ

ト
ハ 、
コ
ヒ
シ
キ
月
ノ
カ
ゲ
ヲ
ミ
ツ
レ
パ
イ
フ
ナ
リ」
と
説
明
し
て
い
る 。
待

ち
望
ん
だ
月
を
見
て
の
歌
で
あ
る
か
ら
「
ア
ラ
ハ
レ
タ
ル
」
の
意
味
で
あ
ろ

〈2〉
-つ。mA 、

と
の
と
の
に
よ
き
ふ
で
づ
か
の
あ
る
も
の
を 、
て
乙
L
の
と
み
を
か
き

ょ
せ
る
ふ
で
の
ぢ
く
の
あ
る
も
の
を

梁
塵
秘
妙 、
二〈O〉

秘
抄
巻二
が
江
戸
期
主
写
の
孤
本
で 、

本
文
状
況
の
極
め
て
惑
い
と
と
は
周

知
の
通
り
で
あ
る 。
そ
の
仮
名
遣
な
ど
意
外
に
古
絡
に
適
っ
て
い
る
と
い
う
報

〈3〉告
も
あ
り 、
一
慨
に
否
定
は
で
き
な
い
が 、
も
う一
つ
擬一
段
化
か
と
の
疑
い

を
懸
け
う
る
と
な
ら
ば 、
お
極
的
に一
段
化
例
と
し
て
時合
戦
す
る
の
は
傍
ら
れ

る 。
乙
の
歌
は
殿
の
宮
貨
を
讃
歎
し
た
も
の
で 、
「
正
し
く
は『
か
き
ょ
せ
た
る

筆』
の
意
で
あ
り」
(
浜
回
数
「
中
世
の
文
法」
日
本
文
法
講
座
3)
と
い
う

見
解
に
賛
成
し
た
く
思
う 。

泊 、
損
田

ソ
コ
ナ
ハ
レ
ル
タ

類
茨
名
義
抄〈O〉

『
口
語
法
別
記』
は
右
の
例
に
「
と
あ
る
わ 、
写
し
誤
り
で
あ
ろ
う」
と
続

け
て
い
る 。
「
ソ
コ
ナ
ハ
ル」
の
語
形
は
こ
の
ま
ま
古
辞
書
に
載
り 、
下
二
段

自
動
詞
と
認
め
ら
れ
る 。
「
レ
ル」
は
受
身
の
助
動
詞
で
は
な
い 。
そ
乙
で 、

奥
村
三
雄
氏
同
様 、
「
ソ
コ
ナ
ハ
ル」
に
「
リ」
の
つ
い
た
形
と
見
て 、
「
損
じ

アザ

て
い
る
回」
の
意
味
と
思
う
の
で
あ
る 。
た
だ
し 、
名
義
抄
に
「
文
フ」
に
対

し
て
「
札

ア
ザ
ハ
レ
リ」
「
札
組

ア
ザ
ハ
レ
ル
ナ
ハ
」
の
訓
が
あ
る
よ
う

に 、
酷
似
の
諮
構
成
で
あ
り
な
が
ら
四
段
動
詞
と
な
り
「
:
レ
ル」
の
形
を
と

る
ば
あ
い
が
精
々
考
え
ら
れ 、
「
ソ
コ
ナ
ハ
レ
ル
」
に
も
そ
れ
と
の
関
連
乃
至

類
推
関
係
が
考
慮
さ
れ
て
よ
い 。

mω 、
朝
ニ
サ
カ
ヘ
ル
家 、
タ
ニ
ヲ
ト
ロ
ヒ
ヌ

充
心
集一〈O〉

『
発
心
集』
の
伝
本
に
つ
い
て
築
瀬一
雄
氏
は
「
現
伝
本
は
そ
の
原
形
か
ら

遥
か
に
距
離
の
あ
る
も
の
で
あ
っ
て 、
長
明
の
原
撰
本
が
如
何
な
る
も
の
で
あ

〈4〉

っ
た
か
を
知
る
乙
と
は
頗
る
困
難
で
あ
る」
と
言
わ
れ
る 。
慶
安
版
に
神
宮
文

庫
写
本
を
校
合
し
た
『
長
明
金
集』
も
「
さ
か
へ
る」
と
す
る
か
ら 、
そ
れ
に

随
う
と
し
て
も 、
「
さ
か
へ
た
る」
の
芯
と
解
す
る
と
と
は
で
き
よ
う 。

訓
点
資
料
に
お
け
る一
段
化
例
と品一一口
わ
れ
る
も
の
に
も
と
の
現
象
と
解
す
べ

き
も
の
が
あ
る 。

フヰエシテ
ヲサノん
ハゾレ
カ

出 、
純一
為
而
治
者
其
舜〔
也〕

日
山
守
政
論
語
巻
八
鎌
合
初
期
点〈K
2v

右
は
上
に
「
子
日」
と
あ
り 、
孔
子
が
古
代
の
賢
聖
舜
K
つ
い
て
述
べ
る
と

ヲサムルハ

ヲサノタルハ

と
ろ
で
あ
る
か
ら 、
「
治
」
と
い
う
表
現
よ
り
は
「
治

」
と
い
う
表
現
の

レル

レル

方
が
ふ
さ
わ
し
い 。
建
武
四
年
鈴
本
に
は
「
治

者」
と
あ
り 、
「
治
」
は
成

ヲサマレルハ

ヲサムレhn

資
堂
本
論
語
紗
の
「
治

者」
と
同
じ
で
あ
ろ
う
(「
ヲ
サ
ム
レ
ハ
」
も
既
定

表
現
で
あ
る
ζ
と
に
注
意
さ
れ
る) 。
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位、

誠
・
前一下
斯
の

を-
一
に
宜上

書

芸

評L)
写
本〈
K
2〉

後
謀
者
列
伝一
四
の
上
疏
文
で
あ
る 。
右
の
句
の
上
に
「
易
臼 、
不
恒
其
徳

或
承
之
差」
と
し 、
下
に
「
則
四
海
詞
徳 、
声
諜
天
地
神
明
可
通」
と
続
く 。

yjん
「
令
(
時
ニ
ハ)
則」
と
続
く
の
で
あ
ろ
う 。
乙
う
い
う
ば
あ
い
「
則」
の
上

ンムル

は
現
在
形
が
確
か
に
多
い
か
ら 、
「
令」
の
口
語
形
と
見
る
乙
と
が
で
き
よ
う 。

た
だ
し 、
完
了
形
の
く
る
こ
と
も
あ
る
の
で
あ
っ
て 、
両
者
の
見
分
け
は
む
つ

か
し
い
よ
う
で
あ
る 。
乙
ζ
で
は
疑
い
を
か
け
う
る
と
述
べ
る
に
と
ど
め
る 。

右
の
二
例
を
小
林
芳
規
博
土
は一
段
化
例
と
し
て
示
さ
れ
た
が 、
一
方 、
築

〈5〉

島
裕
博
士
は
問
題
の
例
を
下
二
段
に
「
り」
の
つ
い
た
も
の
と
し
て一
不
さ
れ

る 。
天
廟
と
イ
フ
ハ
是
れ
世
天
に
宗1
事

ル(
ス
ル)
都
を
斎
析
の
室
な
り

大
日
経
疏
巻
第二

自
在
天
向
か
故
か
je--

而
も
苦のl
者
楽のi
者の
有
(
リ)
や

同

右

乙
れ
ら
連
体
形
に
当
る
例
の
他
に
も 、
未
然
形
「
ラ」
の
ば
あ
い
が
あ
り 、

如
(
シ)

尽き
許
サ
レ
ラ
者'・
法
(
/)
如
(
ク)
傾
造
シ
テ
威
(
シ)

ク
資
ヤ
令
(
メ)

不

大
慈
恩
寺
三
政
法
師
伝
二
ノ
二
一
一

『
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
語
に
つ
き
て
の
研
究』
K
は、
終
止
法
の
例
示
が
あ

る 。
セイ-テン
サイクワイ

カサ

正
殿・
僅
鬼
ト
タ
カ
ク
サ
カ
シ
ウ
シ
テ
庖
ネ
構
へ
リ

猿
投
神
社
蔵
本
文
選
巻
第一
正
安
四
年
(一
三
O
二)
点

カヨ

アy
ala

耳
ニ
微
フ
ラ
メ

扶
ケ
リ

告
也

叶吋叶!

書カ
クFfl 

遊
仙
窟
出版、
氷
点

乙
の
語
法
は、
阪
会
篤
義
博
士
K
よ
れ
ば 、
早
く
上
代
か
ら
存
し
て
い
る
の

で
あ
る 。
博
士
は
ご
種
の
独
立
性
を
も
っ
文
法
的
要
素
と
し
て
意
識
さ
れ
る

や
う
に
な
っ
た
ζ
の
リ
は、
そ
の
類
推
の
範
囲
を 、
本
来
の
四
段・
サ
変
動
詞

以
外
に
も
ひ
ろ
げ
て」
と
い
う
考
え
に
立
っ
て 、
上
代
の
助
詞
「
カ
テ
リ」
の

〈
6〉

成
立
過
程
を
解
明
し 、
他
の
例
と
し
て
次
例
を一
不
さ
れ
る 。

整
結
し
て
字
那
賀
気
理
て

喧

太
奈
久
礼
利

又
久
留
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コい
さ冨一回
U

上

天
治
本
新
撰
字
鏡

ぉ、
騒

魚
乃
凶
己
祢
太
々
礼
留

享
和
本
新
撰
字
鏡

「
タ
タ
レ
ル」
は一
段
化
か
と
疑
わ
れ
て
き
た
例
で
あ
る
が 、
阪
倉
説
に
従
う

べ
き
と
思
う 。
主
格
助
詞
「
乃」
が
あ
る
か
ら
終
り
は
連
休
形
と
解
す
べ
く 、

「
タ
ダ
ル」
と
い
う
悩
態
性
の
強
い
動
詞
の
ば
あ
い 、
問
書
の
「
鹿
ノ
ヲ
ド
リ

ア
ガ
ク
ゾ」
「
牛
ノ
ニ
ケ
カ
ム」
な
ど
と
異
っ
て 、
「
ナ
ハ
ノ
ハ
シ
ニ
銅
ヲ
モ
テ

カ
ザ
レ
ル」
の
如
く
「
リ一
の
連
体
形
「
ル」
を
末
尾
に
恕
定
す
る
方
が
意
義

上
ふ
さ
わ
し
い 。

『
今
昔
物
詩
集』
の
「
様
々
ニ
仕
へ
リ」
(一
ノ一一)
の
例
は
尿
々
引
か
れ
る

と
乙
ろ 。
日
本
古
典
文
学
大
系
『
今
昔
物
語
集』
一

、
補
注
二
五
で
は
連
体
形

の
例
を
も
示
ι
て
い
る 。

我レ 、
前/
夫 、
大
臣ヲ
恋ルニ
依
テ
歎
キ
愁ヘ
ル
也

二
ノ
品川
二

他
に
「
仏
事ヲ
勤メル
事」
(
三
ノ
四) 、
「
思ヒ
出
デル
者」
(
五
ノ
こ
が
あ
る 。

山
田
孝
雄
博
士
は
『
延
鹿
本
平
家
物
語』
に
「
敷
満
テ
リ」
(
二
中) 、
「ハ
ル

ピ
ヲ
ト
キ
テ
ゾ
シ
メ
リ
ケ
ル」
(
五
本)
の
例
を
指
摘
さ
れ 、
『
撰
集
抄』
に

ゑU 、
む
か
し 、
観
釈
聖
と
て 、
世
を
の
が
れ
る
人
侍
り

な
ど
数
例
を
見
る 。

以
上、
繁
演
な
ほ
ど
例
を
挙
げ
て
き
た
が 、
下
二
段
に
「
り」
の
接
続
す
る

乙
と
の
広
が
り
を
示
す
た
め
で
あっ
た 。
形
の
上
で
は一
段
化
例
と
見
う
る
例

ノ
四



を 、
既
に
幾
人
も
の
方
が
二
段
活
用
連
用
形
に
助
動
詞
「
り」
の
つ
い
た
形
と

〈7〉

認
め
て
居
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て 、
一
段
化
例
の
認
定
に
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
え

な
い
の
で
あ
る 。

乙
の
現
象
は 、
そ
れ
自
体
重
要
な
研
究
課
題
と
思
わ
れ 、
も
っ
と
詳
細
な
調

査
を
必
要
と
し
て
い
る 。
今
は 、
二
段
活
用
の一
段
化
と
の
関
連
で 、
そ
の
大

要
を
見
た
の
で
あ
る 。

院政鎌倉時代における二段活用の一段化

注
〈
1

〉

「
り」

の
連
休
形
と
巳
然
形
の
ぱ
あ
い
に
の
み
擬
一

段

化
と

呼
び
う

る
。

但
し
、

巳
然
形
例
未
見

。
「
り
」

の
金
活
用
形
を
合
む
呼
称
で
な
い
点 、

熟
さ
な
い
も

の
が
残
る

。

〈
2

〉

井
手
淳

二
郎
先
生
は
後
製
解
説
(
大
正
8

)

に
「
作
者
臼
と
し
て
歌

を
註
せ
る
所
に
は
色
ニ
ア
ラ
ハ
ル
と
あ
り 、

ま
た
他
に
か
か
る
川
例
あ
る
文

書
を
見
ざ
れ
ば

、

此
語
恐
く
は
ア
ラ
ハ
ル

の
街
な
る
べ
し

」

と
説
か
れ
る

。

〈
3
〉

「
王
朝
文
学」
第
四
号
11梁
山田町世
抄
特
集
号
ーー

〈
4
〉

『
校
註
鴨
長
明
全
集
』
(
昭
ぬ
)

解
説

。

〈
5

〉

『
平
安
時
代
語
新
論
』
(
昭
UH

、

東
大
出
版
会)

五
二
七
ペ

ー
ジ

〈
6

〉

「
「
が
て
ら

」

湖
源
」
(
『
国
語
国
文
』

四
の
1

)

『
諮
構
成
の
研
究
』

(
昭
制

、

角
川
容
応)

〈
7
〉

『
国
語
の
歴
史
』
(
昭
初

、

国
語
学
会)

、

『
日
本
文
法
講
座
』

3

(
昭

旬
、

明
治
容
院)

に
お
け
る
浜
間
数
氏
の
考
え
も
と

の
線
に
立
っ

て
居
ら
れ

る
。

一

方 、

小
林
芳
規
博
士
は
と

の
見
方
に
消
極
的
で
あ
る

。

一

段
化
例
学

示
の
後
に
「
乙
れ
ら

の
例
を 、

述
m
形
に
完
了
の
「
り」

の
連
体
形
が
付
い

た
と

見
る
考
え
も
あ
る
が

、

上
二
段
活
用
の
一

段
化
し
た
形
が

、

同
期
特
に

間
資
料
中
に
あ
る
ζ
と
か、
り
す
れ
ば

、

下
二
段
に
も
一

段
化
の
起
っ
て
い
た

と
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
」
(
「
中
世
仮
名
文
の
国
語
史

的

研

究
」

『
広
島

大
学
文
学
都
紀
要
』

昭
江町
)

と
し
て

、

逆
に
積
極
的
に
一

段
化
例
と
し
て
認

め
る
姿
勢
を
示
さ
れ
る

。

第
六
立
に
述
べ
る
ど
と
く 、

上
二
段
と
下
二
段
と

で
は
一

段
化
の
時
期
κ
遅
速
が
あ
っ

た
と
す
れ
ば

、

十
分
に
考
え
ら
れ
る
と

は
言
い
難
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か

。

助
動
詞
「
り
」

の
有
無
で
は
文
意
の
理

解
に
も
迷
い
が
あ
る
は
ず
で
も
あ
る。

五

一
段
化
例
と
し
て
積
極
的
に
認
め
る
こ
と
も
で
き
ず 、
か
と
い
っ
て
そ
う
で

な
い
と
も
言
い
が
た
い
も
の
が
少
々
あ
る 。
そ
の一
つ
が 、
山
岸
徳
平
博
士 、
〈
l
v

山
田
巌
氏
に
よ
り 、
下
二
段
動
詞
「
癒
ゆ」
の
上一
段
化
し
た
例
と
さ
れ
た
次

例
で
あ
る 。

泊 、
ツ
ケ
タ
テ
7
ツ
ル
ニ 、
御
カ
サ
ス
ナ
ハ
チ

刊引刈
コ
ト
ヲ
エ
タ
マ
ヘ
リ

百
座
法
談
刷

ぉ 、
シ
タ
ガ
ヒ
テ
ス
ナ
ハ
チ
ヲ
ム
カ
サ
イ
ヒ
ル
事
ヲ
エ
タ
リ

同

右

削

「
癒
ゆ」
の一
段
化
と
し
て
「
い
え
る」
が
予
想
さ
れ
る
と
乙
ろ
に
「
イ
ヰ

ル」
「
イ
ヒ
ル」
が
あ
る 。
下
二
段
が
上一
段
に
な
っ
た
と
す
べ
き
か 、
イ
ー

エ
の
交
替
が
か
ら
ま
っ
て
い
る
と
解
す
べ
き
か 、
い
ず
れ
に
し
て
も
問
題
で
あ

ろ
う 。
だ
が 、
筆
者
の
疑
問
は
そ
れ
以
前
の
と
と
に
あ
る 。
右
の
二
例
を
先
入

主
な
し
に
見
れ
ば 、
「
イ
ヒ
ル」
な
る
語
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な

かさ

い
か 、
と
い
う
乙
と
で
あ
る 。
「
癒」
に
つ
い
て
如
何
な
る
動
詞
が
用
い
ら
れ

る
か 、
「
箔」
と
い
う
卑
俗
な
ζ
と
が
ら
に
つ
い
て 、
我
々
の
関
り
知
ら
ぬ
四

段
動
詞
「
イ
ヒ
ル」
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
を
拭
い
去
る
乙
と

が
で
き
な
い 。
「
泌

イ
ヒ
ル」
(
観
智
院
本
類
衆
名
義
抄)
の
実
態
究
明
と
と

も
に 、
問
題
と
し
て
残
し
て
お
き
た
く
思
う 。

初 、
時
鳥
待
ち
つ
く
し
て
ぞ
朝
い
ね
る
聞
け
と
い
さ
め
て
軒
に
鳴
く
な
り
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藤
原
為
忠
朝
臣
集〈O〉

幻 、
い
か
に
せ
む
か
く
れ
る
般
の
見
え
が
た
く
つ
れ
な
き
恋
に
さ
は
ぐ
心
を

木
工
権
頭
為
忠
朝
臣
家
百
首〈O〉

潟 、
山
が
つ
の
か
き
ね
に
い
は
ふ
や
か
つ
か
み
卯
の
花
さ
け
る
を
か
に
み
剖

る
か
と

同

右
〈O〉

右
の
三
例
に
つ
い
て
善
本
に
よ
り
確
認
で
き
ぬ
ζ
と
が
残
念
で
あ
る 。
『
為

忠
朝
臣
住民』
に
は
類
従
本
の
も
と
に
な
っ
た
村
井
本
(
神
宮
文
山
政 、
天
明
凶

〈2V

年
献
納)
を
補
正
す
べ
き
伝
本
が
な
い
と
の
と
と
で 、
『
木
工
権
頭
為
忠
朝
臣

家
百
首』
の
諸
本
も
対
従
本
の
同
系
統
ら
し
く 、
右
と
同
文
の
可
能
性
が
高

い 。
引いU
陵
部
政
二
本
は
同
文
で
あ
っ
た 。
調
査
不
充
分
で
あ
る
が 、
本
文
不
確

実
と
し
て
保
留
し
た
い 。

問叫
に
見
た
よ
う
に 、
和
歌
に
お
け
る一
段
化
例
は
全
て
不
適
終
で
あ
っ
た 。

従
っ
て
右
三
例
も
善
本
の
出
現
に
よ
り
否
定
さ
れ
る
可
能
性
は
極
め
て
高
い 。

一
方 、
為
忠
を
中
心
と
す
る
グ
ル
ー

プ
の
作
歌
は 、
洗
練
さ
に
お
い
て
見
劣
り

が
し
て 、
「
ζ
ぞ
き
た
み
ち
へ
ま
た
む
か
ふ
な
り」
(
藤
原
為
忠
朝
臣
集)
に
代

表
さ
れ
る
よ
う
な
口
語
の
混
入
も
考
え
ら
れ
な
い
と
と
は
な
い 。
乙
の
立
場
を

と
れ
ば 、
一
段
化
例
が
あ
っ
て
も
不
思
議
で
な
い
と
主
張
で
き
る
か
も
し
れ
な

い 。
だ
が 、
部
幻
に
つ
い
て
は
「
朝
寝
て
し
ま
つ
わ」
「
か
く
れ
た
騰
が
見
え

に
く
い
よ
う
に」
と
い
う
意
味
と
忠
わ
れ
る
の
で
擬一
段
化
と
し
て
扱
う
こ
と

が
可
能
で
あ
り 、
残
る
は
犯一
例
で
あ
る 。

注〈
1〉

山
岸
徳
平
『
法
華
修
法一
百
座
間
苦
抄』
(
昭
9)
開
題 。
山
田
巌

「
院
政
時
代
の
語
法」
(『
岐
阜
大
学
学
芸
学
部
研
究
報
告』
人
文
科
学
第二
号 、

昭
羽
)

〈
2〉
『
群
書
解
題』

...L. 
，、

38 

以
上
の
考
察
の
結
巣 、
二
段
活
用
の一
段
化
例
と
し
て
認
め
え
ょ
う
か
と
恩

わ
れ
る
の
は
ず
い
ぶ
ん
少
な
く
な
っ
た 。

ま
ず 、
上
二
段
の一
段
化
例 、
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加
コ コ | ・ コ 明
ヒ ヒ | 秘
タ ノ レl フ反

百

前
田
本
色
薬
字
類
抄〈O〉

川刷 、
術
婆
伽
(
略)
ツ
リ
シ
テ
返シ
時-一
長
者
(/)
門ヲ
ス
キ
ル
ニ一

品
楼
帳ヲ

風
吹
上
ヶ
タ
ル
ヨ
リ

此
ヲ
ミ
テ

三
教
指
帰
注
院政
末
写〈KV

鎌
合
時
代
に
入
っ
た
例
と
し
て
は、

川出 、
暴
虎
怨
河 、
而
無レ
悔
者 、
吾
不レ
与
也

刊M 、
老

ヲ
イ
ル

『
{チ
鋭
抄』
で
は
二
個
所
の
乏
に
「
ヲ
イ
ル」
が
あ
り 、

ユ」
と
共
存
す
る 。

マ
ヒ
ナ
ル

リ

ノ

ニ

日制 、
学

ト
キ
ハ
也
線 。
在ユ
其
中-

"'- 呈人
τー " 聞

の 語
ー 貨高

守 元IlJ
つ主元寺
は 鏡年政

集 写ー「 ノ、 〆、
ヲ 9 9 

観
智
院
本
世
俗
諺
文鎌
倉
初
期点〈K
2〉

タ
ル
シ
ム一
7

ヒ
ル

そ
ノ
ハ

ノ

ナ
リ

“ 、
困

而
学〔
之〕
者
又
其
次

回

コクライエ
ク

シ
クル
ロ
ヒル

必 、
曲
礼
云
(
略)
宜
有三
所-一
向ア
也

G
I

MW
に
つ
い
て
は 、
そ
の
性
質
に
つ
い
て
次
立
で
触
れ
る 。

次
に 、
下
二
段
の一
段
化
例 、

MW 、
糸
へ
る

同
右〈K
2〉

同
右〈K
2〉

和
歌
初
学
抄〈OV



(
新
撰
字
鋭
二一)
に
見
ら
れ
る
と
い

終
止
形
「
ふ」
は
「
経
引
波太
不」

〈l〉
-つ。灯、

経
ヘ
ル

伊
呂
波
字
類
抄〈OV

へん

前
田
本
に
「
経ヘ
タ
リ
歴
淫
麗
糎
弥
己
上同」
と
あ
り、
黒
川
本
「
フ」
の
所

に
右
の
「
経
歴
蓬
踊」
四
字
が
重
出
し
て
い
る。
「
弥」
も
観
智
院
本
類
爽
名

義
抄
に
「
へ
テ」
の
訓
が
あ
る。
残
る
「
麗」
は
名
義
抄
に
も
「
ヘ
ル」
と
あ

り、
意
義
次
第
で
は一
段
化
例
の
可
能
性
が
生
じ
よ
う。

同旬、
一
麗
・・
カ
ホ
ヨ
シ

カ
ズ

ヘ
ル

ア
キ
ラ
カ
ニ
・

院政鎌倉時代における二段活用の一段化

観
智
院
本
類
爽
名
義
抄
4
4一

右
の
「
ヘ
ル」
は
「
謙
る」
と
は
考
え
ら
れ
な
い。
そ
こ
で、
初
め
は
諸
橋

轍
次
博
士
編
『
大
漢
和
辞
典』
に
よ
っ
て、
『
准
南
子
淑
瓦訓』
の
「
猶ニ
憐
風

之
時
麗-
也」
の
注
に
「
麗、
過
也」
と
あ
る
乙
と
を
知
り、
乙
の
あ
た
り
に

訓
「
ヘ
ル」
の
由
来
を
考
え
た
が、
そ
う
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る。
『
詩
経
小

雅』
に
「
魚一
一麓ニ
干
嶺
こ
と
い
う
詩
が
あ
り、
清
原
宮一
賢
は
左
の
よ
う
に
抄
し

て
い
る。

魚
麗

lli
凶ト
云ハ
エ
ヒ
ラ
ト
云
モ
ノ
ヲ
作
テ
魚
ヲ
ト
ル
ソ。
ヤ
7
メ
女
ノ

の，へ

魚
ヲ
ト
ル
モ
ノ
ソ。
魚
カ
符
/
上
へ
来
テ
ト
ラ
エ
ラ
レ
タ
ソ。
万
物
カ
タ
ク

フル

サ
ン
ニ
ナ
ツ
タ
ホ
ト
ニ
ソ。
麗
ト
云
ハ
カ
ゴ
ノ
ヤ
ウ
ナ
物ヲ
ヲ
イ
タ
ミ
中

へ
入
タ
コ
ト
ソ

両
足
院
蔵
毛
詩
抄
巻
九

フル

フ

乙
乙
に
「
麗」
と
し、
本
文
の
清
原
家
訓
に
「
麗」
(
岩
波
文
庫
『
毛
詩
抄』

同
に
よ
る)
と
あ
る
の
は
正
に
「
ヘ
ル」
の
文
語
形
で
あ
ろ
う。
そ
れ
は
ま
た

毛
伝
に
「
麗、
歴
也」
と
あ
る
に
よ
っ
た
乙
と
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う。
み
経
の

古
点
を
調
査
す
れ
ば
も
っ
と
詳
し
く
述
べ
得
る
か
と岡山
う。
以
上
に
よ
っ
て
名

義
抄
の
「
麗、
ヘ
ル」
が
「
経」
の一
段
化
例
で
あ
る
と
証
し
え
た
か
と
思

・つ。

川相、
総

フ
サ
子
ル

伊
呂
波
字
類
抄〈O〉

右
も一
段
化
例
と
認
め
ら
れ
て
い
る。
筆
者
も
結
論
的
に
は
認
め
ざ
る
を
え

な
い
が、
疑
問
の
少
々
を
記
し
て
お
き
た
い。
右
は
三
巻
本
に
な
い
の
で
あ

る。A、
総力
行ヌ

惣
続
都
拾
房
識
調
課
頚
表巳
上
同・

フサ
ナ中

総
|十
茎，
椀
拾
己上
向

黒
川
本

フサ
ッ
ク
;1

7
サ

B、
総フ
サ

巧
封
大也
源也
惣
椀
都
総一
房
課

一望虫

十
巻
本

A
が
他
動
詞
形
の
次
に
自
動
詞
を
並
べ
た
の
に
対
し、
B
は
両
者
を
併
せ
た

形
に
な
っ
て
い
る。
そ
乙
で、
A
の
「
フ
サ
ヌ」
が
B
に
無
い
こ
と
を
重
視
す

れ
ば
「
フ
サ
ネ
ル」
は
そ
れ
に
相
当
す
る
と
見
う
る
が、
A
の
「
フ
サ
ナ
ル、

茎」
に
対
応
す
る
も
の
を
B
に
求
め
る
と
す
れ
ば
「
フ
サ
ネ
ル」
は
「
フ
サ

ナ
ル」
の
誤
写
で
は
な
い
か
と
い
う
見
方
も
生
じ
る。
「
封
大也
源也」
の
入
っ

た
理
由
と
共
に、
上
の
疑
問
を
解
明
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
よ
う
に
恩
わ
れ

る。
少
く
と
も
「
フ
サ、不
ル」
を
十
巻
本
成
立
時
の
形
と
見
て
よ
い
か
ど
う
か

不
安
が
残
る
の
で
あ
る。

(
脱
ア
ル

カ)

Illi-
-

回、
栄
後
(卜
二
五ハ
マ
コ
ヒ
ニ
至
ル
マ
テ
サ
カ
ヘ
ル
ト
云7
意
也

三
教
指
帰
注八K
3〉

「
栄
後
之
慶
満
也」
の
訳
文
で
あ
る。
日
本
古
典
文
学
大
系
で
「
の
ち
を
さ

か
や
か
す
よ
ろ
と
び
み
た
む」
と
よ
む。
一
段
化
と
認
め
て
よ
い
よ
う
で
あ

る。日、
党
語
ハ
仮
名
ヲ
書
ツ
〉
ケ
ル
ヤ
ウ
ニ
ヒ
タ
ク
ダ
リ
ナ
ル
物-一
テ

光
言
句
義
釈
聴
集
記
証
年
配〈K
3〉

柳
田
征
司
氏
に
よ
り
見
出
さ
れ
た
例
で
あ
る。
「
書
ツ
ヅ
ク
ル」
と
も
「
書

ツ
ヅ
ケ
タ
ル」
と
も
解
し
う
る
よ
う
で
あ
る。
本主回
全
体
は
未
見
な
の
で、
文

体
か
ら
の
判
断
が
で
き
な
い。
時
期
も
下
る
と
と
と
て、
一
段
化
例
と
し
て
お
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。ノ\院
政
鎌
倉
時
代
の一
段
化
例
は
以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に、
き
わ
め
て
少
数

に
な
っ
て
し
ま
っ
た。
も
と
よ
り、
本
稿
は
既
知
の
例
を
吟
味
し
た
の
で
あ

っ
て、
新
し
い
例
の
追
加
は
必
番
の
「
ヘ
ル」
の
み
で
あ
る。
小
林
芳
規
博
士

の
『
三
教
指
帰
注』
に
よ
る
用
例
追
加
が
示
す
よ
う
に、
新
資
料
の
発
掘
が
用

例
を
増
す
乙
と
は
十
分
考
え
う
る
で
あ
ろ
う。
し
か
し、
『
草
案
集』
『
諸
事
表

白』
に
そ
の
例
を
見
な
い
よ
う
に、
ど
れ
ほ
ど
の
量
が
増
す
で
あ
ろ
う
か。
小

林
博
士
に
よ
れ
ば、
訓
点
資
料
に
は
他
K
も
あ
る
と
の
と
と
で
あ
っ
て、
そ
の

公
表
が
ま
た
れ
る。
従
っ
て、
現
在
知
ら
れ
る
例
を
も
と
に
し
て
の
発
言
は
慎

重
に
せ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う。
だ
が、
乙
乙
ま
で
論
じ
て
き
た
以
上、
そ

の
ま
と
め
と、
展
望
を
し
て
み
よ
う
と
思
う。

一
段
化
例
が
少
数
に
な
っ
た
結
果、
む
し
ろ一
段
化
の
性
格
が
は
っ
き
り
し

て
き
た
よ
う
で
あ
る。

第一
日比、
和
歌
に
お
け
る
例
の
激
減
か
ら、
今
ま
で
し
ば
し
ば、

保
守
的
な
和
歌
世
界
に
ま
で一
段
化
例
が
み
え
る
と
乙
ろ
か
ら、
口
語
世
界

で
の一
段
化
の
盛
ん
な
さ
ま
が
想
像
で
き
る。

と
い
う
よ
う
な
発
言
が
あ
っ
た
の
が
不
要
と
な
っ
た。
和
歌
に
は
確
実
な一
段

化
例
は
存
し
な
い
の
で
あ
る。

次
に、
士口
辞
書
で
の
例
も
減
少
し、
「
フ
サ
ネ
ル」
を
保
留
す
れ
ば
下
二
段

の一
段
化
例
が
「
ヘ
ル」
の
み
に
な
っ
た
の
が
注
目
さ
れ
る。
上
二
段
の一
段

化
例
の
方
が
多
い
の
で
あ
る。

訓
点
資
料
で
の
例
も、
私
見
に
従
え
ば、
数
少
く
な
る。
『
世
俗
諺
文』
の

「
学
ビ
ル」
に
つ
い
て
は
小
林
芳
規
博
士
が
「「
学
ぶ」
は、
当
時
の
和
文
や

片
仮
名
文
で
は、
一
般
に
四
段
活
用
が
用
い
ら
れ、
訓
点
の
世
界
で
も
仏
書
の

訓
読
で
は
四
段
で
あ
っ
た。
し
か
る
に、
漢
籍
の
訓
読
の
世
界
で
は、
「
喜
プ

ル」
「
尊
ブ
ル」
と
共
に
「
学
プ
ル」
も、
古
形
の
上
二
段
形
が
後
世
ま
で
伝

統
的
に
用
い
ら
れ
た。
乙
の
観
智
院
本
世
俗
諺
文
の
加
点
者
は
僧
で
あ
る
が、

乙
の
箇
所
は
論
語
を
引
用
し
た
所
と
し
て
漢
籍
読
み
の
古
形
が
現
れ
た
の
で
あ

る。
そ
れ
が一
段
化
の
語
形
で
現
れ
た
の
は、
或
い
は
四
段
形
に
慣
れ
た
僧
の

〈2V

誤
用
か
も
知
れ
な
い
が」
と
詳
細
な
説
明
を
加
え
ら
れ
て
お
り、
特
殊
な
例
か

と
も
思
わ
れ
る。

下
二
段
の一
段
化
例
と
さ
れ
る
も
の
が
多
か
っ
た
の
で、
下
二
段
の
方
か
ら

一
段
化
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
印
象
を
も
っ
向
き
も
今
ま
で
あ
っ
た
が、

乙
れ
も
訂
せ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た。
下
二
段
の
例
が
な
お
か
つ
多
い
か
の

よ
う
で
あ
る
が、
下
二
段
動
詞
が
上
二
段
動
詞
に
比
べ
て
圧
倒
的
に
多
い(『
古

〈3〉

本
説
話
集』
で
の
異
な
り
語
数
比
は
孔
対
1
ほ
ど
で
あ
る)
乙
と
を
考
慮
す
れ

ば、
却
っ
て、

上
二
段
の一
段
化
の
方
が
下
二
段
の
そ
れ
よ
り
も
進
ん
で
い
る。

と
も
言
い
う
る
で
あ
ろ
う。
そ
れ
は、
そ
の
実
質
を
見
る
と
き、
裏
付
け
し
う

る。
す
な
わ
ち、
院
政
期
に
時
点
を
お
い
て
見
れ
ば、
上
二
段
の
ば
あ
い
は
二

音
節
動
詞
で
あ
り、
下
二
段
の
そ
れ
は一
音
節
で
あ
る
と
い
う
差
異
の
あ
る
乙

と
で
あ
る。
上
二
段
に
は一
音
節
動
認
が
存
し
な
い
か
ら、
乙
の
比
較
に
は
無

理
が
あ
る
か
に
も
見
え
よ
う
が、
視
野
を
拡
大
す
れ
ば、
や
は
り
意
義
を
認
め

ざ
る
を
え
な
い。

平
安
時
代
を
中
心
と
す
る
文
語
文
法
で
は、
上一
段
動
詞
に
二
音
節
語
「
沃

る」
「
鋳
る」
「
射
る」
「
着
る」
「
似
る」
「
乾
る」
「
喋
る」
「
率
る」
「
居
る」

お
よ
び
そ
の
複
合
語
「
試
み
る」
「
引
率
る」
「
用
ゐ
る」
な
ど
が
あ
る。
ζ
の

〈4〉

う
ち、
①、
「
乾
る」
「
鳴
る」
は
上
代
に
は
上
二
段
で
あ
っ
た。
②、
「
居
る」

う

〈5〉

に
も
奈
良
朝
以
前
に
土
二
段
「
居」
で
あ
っ
た
痕
跡
が
あ
る。
③、
上
代
に
上
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一
段
動
詞
「
転
る」
が
あ
っ
て、
「
み」
の
音
節
に
上
二
段
で
あ
っ
た
痕
跡
を

む

〈6〉

残
し
て
い
る。
上
二
段
「
た
廻」
の
「
む」
は
乙
の
残
存
形
と
考
え
ら
れ
る。

上一
段
動
詞
の
全
て
が
古
く
上
二
段
動
詞
で
あ
っ
た
と
断
言
で
き
な
い
に
し
て

も、
上
記
三
点
か
ら
も、
か
な
り
の
語
が
上
二
段
起
源
で
あ
る
と
言
え
る
で
あ

ろ
う。
乙
れ
と、
院
政
期
の一
段
化
状
況
と
を
結
び
つ
け
て、
上
二
段
の一
段

化
は
早
く
古
代
に一
音
節
語
K
始
ま
り
院
政
期
に
二
音
節
語
に
移
っ
た
と
い
う

概
観
を
得
て
も、
大
き
い
誤
り
は
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か。
そ
し
て、
下
二

段
の
ば
あ
い
は、
平
安
朝
に
下一
段
「
蹴
る」
が
現
わ
れ、
院
政
期
に「
へ
る」

が
続
い
た
と
見
る
な
ら
ば、
上
二
段
よ
り
は
下
二
段
の一
段
化
が
遥
か
に
遅
れ
〈7〉

て
い
る
と
も
言
え
る
で
あ
ろ
う。
と
の
概
観
に
は、
早
く
上
代
に「
イ
サ
チ
ル」

〈
8
〉

「
ア
ラ
ビ
ル」
が
あ
り、
亀
井
孝
氏
御
指
摘
の
『
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝

干雇

古
点』
に
見
る
「
数
ヘ
ル」
の
あ
る
乙
と
も
考
え
合
わ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ

ろ
う
し、
我
々
が
文
献
で
判
断
す
る
以
上、
口
語
で
は一
段
化
が
も
っ
と
進
ん

で
い
た
で
あ
ろ
う
乙
と
も
確
か
で
あ
ろ
う。
た
だ、
そ
の
も
っ
と
を
ど
の
程
度

に
考
え
る
か
に
つ
い
て、
文
献
上
の
確
実
さ
を
追
求
す
る
必
要
が
あ
っ
た。
ζ

の
点
で、
確
例
を
ど
く
少
数
し
か
認
め
え
な
か
っ
た
乙
と
が
意
味
を
持っ
て
く

る
と
思
わ
れ
る。

室
町
時
代
以
降
の一
段
化
の
実
態
と
適
時
的
解
釈
の
し
方
に
つ
い
て
は、
問

題
が
あ
れ
乙
れ
あ
る
よ
う
な
の
で
今
は
触
れ
な
い。
「
ζ
の
変
化
は
徐
々
に
し

か
進
行
し
な
か
っ
た
ら
し
く、
室
町
末
期
で
も
ま
だ
二
段
活
用
の
形
が
標
準
的

な
も
の
と
認
め
ら
れ
て
い
た」
(
土
井
忠
生・
森
田
武
両
先
生
『
国
語
史
要
説』)

の
で
あ
っ
て、
一
段
形
へ
の
激
し
い
傾
斜
は
江
戸
時
代
に
入
っ
て
か
ら
の
よ
う

で
あ
る。
二
段
活
用
の一
段
化
は
終
止
連
体
両
形
の
同
じ
い
型
へ
移
行
す
る
乙

と
で
も
あ
る
か
ら、
連
体
形
終
止
の一
般
化
が、
一
段
化
の
雪
崩
現
象
を
引
き

起
す
契
機
と
な
る
で
あ
ろ
う。
ζ
れ
が
遅
れ
た一
つ
の
理
由
に
も
な
ろ
う
か。

江
戸
時
代
に
つ
い
て
は、
現
代
の
方
言
に
お
け
る
二
段
活
用
残
存
状
況
と
合
わ

せ
て
考
察
さ
れ
た
奥
村
三
雄
氏
の
論
が
も
っ
と
も
詳
し
く
有
益
で
あ
ろ
う。
氏

の
結
論
は、
本
稿
で
導
き
出
し
た
状
況
解
釈
に
合
致
す
る
こ
と
が
多
く、
言
及

す
べ
き
か
と
も
思
わ
れ
る
が、
今
は
及
ば
ぬ
こ
と
と
す
る。

な
お、
二
点
の
補
足
を
し
て
お
き
た
い。
一
は、
助
動
詞
の一
段
化
例
が
見

当
ら
な
い
乙
と
で
あ
る。
日
日
却
に
お
い
て
認
め
が
た
い
乙
と
を
述
べ、
犯
の

シメル

アラ一シ〆ん

「
令」
も
『
大
日
経
疏』
の
「
有
」
同
様
擬一
段
化
と
見
る。
第
二
点
は、

『
三
教
指
帰
注』
二
例
の
性
質
に
つ
い
て
で
あ
る。
本
書
は
千
葉
県
市
川
市
の

中
山
法
華
経
寺
蔵
で、
小
林
芳
規
博
士
は
乙
れ
を
東
国
方
言
資
料
か
と
説
か
れ

〈
9
V
る。
と
す
れ
ば、
一
段
化
の
東
国
方
言
に
早
く
行
な
わ
れ
た
ら
し
い
こ
と
と
関

連
が
あ
る
か
ど
う
か
が
問
題
に
な
ろ
う。
同
書
に
は
連
休
形
「
ス
グ
ル」
は
四

例
あ
り、
「
サ
カ
フ
ル」
は
見
当
ら
な
い
が、
他
の
下
二
段
連
体
形
は
十
余
例

存
し
て
い
る。
一
段
化
の
き
わ
だ
っ
た
状
況
は
呈
し
て
い
な
い
の
で、
方
言
性

に
つ
い
て
は、
も
う
少
し
考
え
て
か
ら
結
論
を
出
し
た
く
恩
う。

注
〈
1〉

橋
本
進
吉
『
国
文
法
体
系
論』
三
六
0
ペ
ー
ジ。

〈
2〉
「
中
世
仮
名
文
の
国
語
史
的
研
究」
(『
広
島
大
学
文
学
部
紀
要』
昭

必)
一
一
八
ペ
ー
ジ。

〈
3〉

山
内
編
『
古
本
説
話
集
総
業
引』
(
昭
斜、
風
間
舎一尻)
付
篇、
第

三
表。

〈
4
〉

橋
本
進
士口
「
上
代
に
於
け
る
波
行
上
一

段
活
用
に

就
い

て
」
『
上
代

語
の
研
究』
所
収。

〈
5〉
〈
4
〉

に
同
じ。

〈
6〉

有
坂
秀
世
「
古
動
詞
「
み
る」
(
廻・
転)
に
つ
い
て」
『
国
語
音
韻

史
の
研
究
』

所
収。
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キ

〈
7
〉

村
山
七
郎
氏
の
「
上
二
段
の
連
用
形
(
イ
サ
チ
)

に
「
居
ル
」

が
接

尾
し
た
」

と
い
う
説
は
注
目
す
べ

き
で
あ
る

。
(
『
国
語
学
』

間
集)

〈
8

〉

「
口
語
の
償
用
の
徴
証
に
つ

き

そ
の
発
掘
と
評
価
」
『
国
語
学
』

苅

集、
昭
川崎。

〈
9

〉

〈
2

〉

に
同
じ
。
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終

り

本
稿
で
は、
院
政
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
二
段
活
用一
段
化
の
古
例
の
再
吟
味

に、
中
心
を
置
い
て
述
べ
た。
考古
証
に
随
分
の
労
力
を
費
し
つ
つ、

猶一
々
に

つ
い
て
は
不
充
分
な
点
が
多
い。
で
き
る
だ
け
疑
い
の
目
で
見
る
と
い
う
態
度

を
と
っ
た
の
で、
牽
強
付
会
の
生
ず
る
乙
と
を
恐
れ
る。
通
時
的
理
解
の
見
通

し
は
立
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
が、
私
に
云
う
擬一
段
化
を
か
ら
ま
せ
て
の
発
言

を
さ
し
ひ
か
え
た
の
で、
未
だ
真
実
を
得
た
感
に
乏
し
い。
室
町
時
代
以
降
の

一
段
化
現
象
の
研
究
と
共
に、
擬一
段
化、
連
体
形
終
止
を
併
せ
考
え
て、
始

め
て
全
体
像
を
画
く
乙
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る。
(
昭
必
・
口
-
m)

〔
付
記〕

本
稿
の
成
る
に
つ
い
て、
梅
沢
信
二
・
稲
田
利
徳・
川
口
久
雄・

平
林
盛
得
等
諸
氏
の
御
力
添
え
を
得、
殊
に
小
林
芳
規・
福
島
邦
道・
山

田
忠
雄
三
先
生
に
お
蔭
を
蒙
っ
た。
記
し
て
謝
意
を
表
わ
す
次
第
で
あ

る。
本
杭
は
昭
和
四
十
六
年
六
月
の
広
島
大
学
国
語
国
文
学
会
に
お
い
て

口
頭
発
表
し
た
も
の
を
補
正
し
た
も
の
で
あ
る。

||
広
島
文
教
女
子
大
学
助
教
授

lli


